
 

 

７
２
年
前
の
１
９
５
４
年
３
月
１
日
、
ア
メ

リ
カ
は
中
部
太
平
洋
ビ
キ
ニ
環
礁
で
巨
大

な
規
模
の
水
爆
実
験「
ブ
ラ
ボ
ー
」を
お
こ

な
い
ま
し
た
。
水
爆
は
広
島
に
落
と
さ
れ
た

原
爆
の
１
０
０
０
倍
の
威
力
で
、
爆
発
に
よ

り
発
生
し
た「
死
の
灰
」は
、
日
本
の
多
く

の
マ
グ
ロ
漁
船
の
乗
組
員
や
マ
ー
シ
ャ
ル
島

民
た
ち
に
深
刻
な
放
射
線
被
害
を
生
み
出

し
、
日
本
各
地
に
も
放
射
能
雨
と
な
っ
て
降

り
注
ぎ
ま
し
た
。
被
ば
く
し
た
漁
船
員
ら

の
救
済
や
補
償
の
問
題
は
ほ
と
ん
ど
未
解

決
の
ま
ま
で
す
。  

ビ
キ
ニ
水
爆
被
災
に
対
し
て
、
日
本
の
国

民
は
全
国
で
行
動
に
立
ち
上
が
り
ま
し

た
。
原
水
爆
禁
止
を
求
め
る
署
名
は
当
時

の
有
権
者
総
数
の
半
数
を
大
き
く
超
え
て 

３
２
０
０
万
人
分
に
達
し
ま
し
た
。
こ
の
国

民
世
論
の
上
に
、
１
９
５
５
年
８
月
、
広
島
で

原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
が
開
か
れ
、
原
水

爆
禁
止
、
核
兵
器
廃
絶
の
声
は
世
界
中
に

ひ
ろ
が
り
ま
し
た
。 

静
岡
で
行
わ
れ
る
３

１
ビ
キ
ニ
デ
ー
は
、
非
核
平
和
の
日
本
、
核

兵
器
の
な
い
平
和
で
公
正
な
世
界
を
実
現

す
る
行
動
の
出
発
の
日
で
す
。 

是
非
、
ビ
キ
ニ
デ
ー
パ
ン
フ
の
活
用
で
学

習
を
深
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

 
 

  

改
め
て
概
要
を
掲
載
し
ま
す
。 

大
阪
府
内
に
は
今
、
約
３
０
０
０
人
の

被
爆
者
が
お
ら
れ
ま
す
。
被
爆
者
の
平

均
年
齢
は
８
５
歳
以
上
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
受
賞
さ
れ
た
日
本

被
団
協
の
代
表
委
員
の
田
中
熙
巳
さ
ん

は
授
賞
式
の
講
演
で「
１
０
年
先
に
は
直

接
の
体
験
者
と
し
て
の
証
言
が
で
き
る

の
は
数
人
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
」

と
述
べ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
年
々
被
爆

者
数
が
減
少
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
大
阪

原
水
協
と
し
て
被
爆
者
の
体
験
だ
け
で

な
く
、
思
い
や
、
気
持
ち
を
き
き
、
ノ
ー

ベ
ル
平
和
賞
受
賞
の
よ
ろ
こ
び
な
ど
を

共
有
す
る
と
り
く
み
を
行
い
ま
す
。 

取
り
組
む
内
容 

①
被
爆
者
と
対
話
し
、
聞
き
取
り
を
行

な
う
。
聞
き
取
り
の
内
容
は
①
体
験
②

願
い
や
思
い
③
次
世
代
へ
の
期
待
な
ど
。 

②
聞
き
取
っ
た
内
容
を
文
書
化
し
、
映

像
化
し
、
残
し
て
い
く
。 

③
文
書
等
の
記
録
、
映
像
に
つ
い
て
は

「
ヒ
バ
ク
シ
ャ
の
話
し
を
聞
く
会
」
や
学

校
な
ど
で
使
い
、
被
爆
の
実
相
を
知
ら

し
て
い
く
。 

聞
き
取
る
被
爆
者
の
数 

１
０
０
人
を
目
標
と
す
る
。
聞
き
取
る
被

爆
者
に
つ
い
て
は
、
地
域
原
水
協
、
民
医

連
な
ど
に
お
願
い
し
、
聞
き
取
る
被
爆

者
の
お
名
前
の
名
簿
を
つ
く
る
。 

現
在
、
寝
屋
川
、
枚
方
、
岸
和
田
、
堺
、

大
阪
被
団
協
等
と
懇
談
し
て
い
ま
す
。 

聞
き
取
り
を
す
る
人
募
集
中 

大
阪
原
水
協
に
加
盟
す
る
団
体
・
地
域

に
お
願
い
し
て
聞
き
取
る
人
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
現
在
、
５
人
が
登
録
済
！ 

 

ま
た
、
３
月
に
は
被
ば
く
者
の
話
を
聞

く
会
も
企
画
し
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

 

日本政府に核兵器禁止条約への署

名・批准を求める意見書決議 

 ７４４自治体  

（2026年１月６日)  

■ 大阪府（１０）：和泉市議会、泉佐野市

議会、摂津市議会、高石市議会、富田

林市議会、阪南市議会、河南町議会、

太子町議会、忠岡町議会、岬町議会 

２０２６年 

２月号 

 

 

原水協通信 
（大阪版） 

国連NGO原水爆禁止日本協議会  

毎月１回６日発行 

〒113-8464 文京区湯島２－４－４  

(大阪原水協)〒542-0012 

大阪市中央区谷町 7-3-4 

新谷町第 3ビル 210号 

電話 06（6765）2552 

FAX 06（6765）2837 

☆ 核兵器禁止条約の署名・批准を求める 署名の到達   

   ２０２６年１月２２日の到達 

    １５５,１１４筆  

各団体・地域原水協・個人など、集めていただいた署名

を大阪原水協までご報告下さい。よろしくお願いします。 

 行動の内容・写真等あれば一緒に送ってください！ 

 

 

２０２６年 ２月 ６日                                           第９８５ 

 

号 

非核三原則を守り、核兵器禁止条約に参加する日本を！ 

被爆者の気持ちよりそうプロジェクト！聞き取りが着々と進んでいます！ 



 

 

 

                                  

 

 

 

 

お知らせ：『第１回団体・地域代表者会議』を開催いたします。 

日時：２０２６年 ２月２０日（金） １８：３０～２０：００ 

場所：大阪府社会福祉会館４０３号室 

内容：（１）当面する取り組み （２）被爆者の気持ちよりそうプロジェクトについて 

（３）自治体意見書決議の取り組み強化について （４）平和行進について （５）その他 

 

その２：平和行進再開総会 ３月６日（金）１４：００～ 大阪原水協事務所 

 

osk-gensuikyo@piano.ocn.ne.jp 

 

 

 

 

ビキニデーパンフを活用し、学習会を行いましょう！ 

2025 年は全国での草の根のねばりづよい行動で核兵器禁

止条約参加の自治体意見書決議を押し上げ、ついに全県で突

破！「被爆者とともに」を合言葉に日本被団協、原水禁、原水協

での共同署名提出行動は、多くの人を励ますものでした。  

2026 年も重要な年です。全国的行動の出発点は３・１ビキニ

デーです。 4 月には NPT 再検討会議、8 月の原水爆禁止世界

大会、11 月に禁止条約の第 1 回再検討会議とつづきます。  

世界では核兵器の廃絶と平和のための国際連帯を、日本では

戦争する国づくりへの暴走を止め、非核平和のアジア、被爆国日

本として核兵器廃絶の先頭に立つ日本へ変えましょう！  

このパンフレットを活用し、「核抑止力」論を打ち破り、「非核日

本キャンペーンⅡ」をさらにひろめましょう。 

大阪原水協では、ビデオ学習会を３回（２月１１日・１５日・２３日）

行います。 是非、この企画にもご参加ください！ 

 
【202６年３・１ビキニデー学習パンフレット】  

B５版（１６ページ）４色刷・１部２２０円（送料実費）※２００部以上は送料無料になります。 

なお、ポスター・チラシは大阪原水協にあります。ドンドン、ご活用ください！ 

 ３・１ビキニデー事前学習会のお知らせ  場所：大阪原水協会議室 

第１回 2月 11日（水祝）10時～  「3000万の署名大国を揺るがす」 

～第五福竜丸が伝えた核の恐怖～ 

「ばらの祈り」   ～ビキニ水爆被災 70年企画～ 

第２回 2月 15日（日） 14時～   「原爆稲籾 長崎 50年目の稔り」 

第３回 2月 23日（月祝）14時～   「水爆実験 60年目の真実」～ヒロシマが迫る“埋もれた被ばく”～ 

以上、３回の DVDの上映会を行います。どなたでも参加できますので、是非、お越し下さい。 

 

 


